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東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
６

月
25
日
告
示
、
７
月
４
日
投
・
開

票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

都
議
選
は
、
94
年
の
細
川
政
権

（
55
年
体
制
の
崩
壊
と
政
権
交
代
）、

09
年
民
主
党
に
よ
る
政
権
交
代
、

13
年
の
安
倍
長
期
政
権
開
始
な
ど
、

直
後
の
国
政
選
挙
の
先
行
指
標
に

な
る
例
が
多
く
、
今
回
も
秋
の
総

選
挙
に
影
響
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

焦
点
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
東
京

オ
リ
パ
ラ
開
催
の
是
非
で
す
。

　

日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
初
動
か

ら
間
違
い
を
繰
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

事
実
上
更
迭
さ
れ
た
内
閣
官
房

参
与
高
橋
洋
一
発
言
「
欧
米
に
比

べ
て
低
く
、
さ
ざ
波
」
の
状
態
に

も
関
わ
ら
ず
医
療
崩
壊
し
た
の
は
、

自
民
党
政
権
が
進
め
て
き
た
公
的

医
療
解
体
政
策
の
所
為
で
す
。

　

採
算
性
の
と
れ
な
い
感
染
症
対

策
に
は
病
床
等
一
定
の
余
裕
が
不

可
欠
で
あ
り
、
公
的
病
院
が
分
担

す
べ
き
領
域
で
す
。
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
て
い
る
「
諸
外
国
に
お

け
る
医
療
提
供
体
制
」
に
よ
る
と
、

別
表
の
よ
う
に
、
日
本
の
病
院
所

有
形
態
は
既
に
ア
メ
リ
カ
並
み
に

公
的
病
院
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
現
時
点
に
至
っ
て

も
病
床
の
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
、

病
床
の
削
減
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
パ
ラ
を
直
接
・
間
接
的
要
因

と
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
が
爆
発
的
に

拡
大
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

人
の
命
を
粗
末
に
す
る
政
権
は
い

り
ま
せ
ん
。
小
池
も
同
罪
で
す
。

　

都
議
選
の
課
題
は
、
感
染
症
対

策
を
一
層
後
退
さ
せ
る
都
立
・
公

的
病
院
の
独
法
化
を
進
め
る
小
池

都
政
と
の
対
決
と
、
軍
事
国
家
化

へ
ひ
た
走
る
菅
政
権
の
悪
政
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
た
め
、
来
る
政

　

政
府
に
輪
を
か
け
て
、
大
阪
維

新
や
石
原
～
小
池
都
政
は
公
的
病

院
の
削
減
を
強
引
に
推
し
進
め
て

き
ま
し
た
。自
民
党
と
大
阪
維
新
・

小
池
こ
そ
が
、
コ
ロ
ナ
の
災
い
を

倍
加
さ
せ
た
元
凶
で
す
。

　

菅
政
権
は
、
何
と
し
て
も
オ
リ

パ
ラ
を
開
催
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
政
権
維
持
が
目
的
で
す
。

　

オ
リ
パ
ラ
を
開
催
す
る
こ
と

と
、
人
の
流
れ
を
抑
制
す
る
こ
と

は
決
定
的
に
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

ハナショウブ
（小石川後楽園）

●病院の所有形態比較（括弧内は病床数）
日　本 主に民間非営利 ( ～ 80% )

公的 ( ～ 20% ) 
アメリカ 非営利 ( ～ 70% )、営利 (15% )

公的 ( ～ 15% )
イギリス 大半が公的、一部民間
フランス 大半が公的 ( キャパシティの 67% )

一部民間営利 (25% )、民間非営利
ドイツ 公的 ( ～ 50% )、民間非営利 ( ～

33% )、民間営利 ( ～ 17% )
中　国 公 的 ( ～ 55 % )、 民 間 ( ～ 45 % )

混在　＊主に公的が過疎地域で展開
し、都市部では公的と民間が展開

治
決
戦
、
秋
の
総
選

挙
へ
向
け
た
地
固
め

を
す
る
こ
と
で
す
。

ガ
ン
バ
ロ
ウ
。

菅
政
権
の
悪
政
に
Ｎ
Ｏ
！

小
池
都
政
に
異
議
あ
り
！

菅
政
権
の
悪
政
に
Ｎ
Ｏ
！

小
池
都
政
に
異
議
あ
り
！

焦
点
は
コ
ロ
ナ
と
オ
リ
パ
ラ

自
民
党
と
小
池
が
災
い
の
元
凶

オ
リ
パ
ラ
は
中
止
す
べ
き

政
治
決
戦
勝
利
へ
つ
な
げ
よ
う
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
、
予
想

通
り
６
月
20
日
ま
で
延
長
に
な
り

ま
し
た
。「
宣
言
」
延
長
で
、
会
の

行
事
に
様
々
な
影
響
が
出
ま
す
。

　
「
宣
言
」
延
長
に
伴
い
６
月
11
日

に
予
定
し
て
い
た
幹
事
会
は
７
月

へ
延
期
し
ま
す
。
定
期
総
会
（「
書

面
開
催
」
予
定
）
は
、
幹
事
会
で

議
案
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
総
会
準
備
は
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
定
期
総
会
議
案

と
賛
否
投
票
用
紙
を
会
員
の
み
な

様
へ
送
れ
る
の
は
、
最
短
で
も
８

月
始
め
で
す
。

　

退
職
者
会
は
、
や
は
り
集
ま
っ

て
語
り
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

１
月
の
「
新
春
の
集
い
」
か
ら
始

め
て
、７
・
８
月
の
猛
暑
期
を
除
き
、

毎
月
１
回
何
か
の
行
事
を
も
つ
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
の
コ
ロ
ナ
の
状
況

は
、
10
月
頃
爆
発
的
感
染
拡
大
の

危
惧
を
警
告
す
る
専
門
家
も
い
る

な
ど
、
ど
う
な
る
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
行
事
の
準
備
は
進
め
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
以
降
、「
秋
の
学
習
会
」、

昨
年
秋
以
来
２
度
断
念
し
た
「
佃
・

月
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
も
ん

じ
ゃ
の
会
）」、「
日
帰
り
旅
行
」「
忘

年
会
的
行
事
（
内
容
は
未
定
）」
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
詐
欺
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

　
「
接
種
が
で
き
る
よ
う
予
約
を
代

行
す
る
」「
ネ
ッ
ト
予
約
を
代
行
す

る
」「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位

を
上
げ
る
」
な
ど
を
持
ち
か
け
て

金
銭
を
請
求
す
る
事
例
が
目
立
つ

と
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

警
告
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
弱

み
に
つ
け
込
む
悪
質
な
手
口
で
す
。

　
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、
名
前
、

住
所
、
生
年
月
日
の
確
認
が
必
要
」

な
ど
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。
直

接
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

個
人
情
報
の
売
買
や
新
た
な
詐
欺

に
使
う
目
的
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

い
る
方
は
、
予
約
代
行
等
の
詐
欺

だ
け
で
な
く
、
個
人
情
報
を
盗
ん

だ
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
汚
染
さ
せ
る

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
な
ど
、
フ
ィ
ッ

コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
詐
欺
に
気
を
付
け
よ
う
！

シ
ン
グ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

電
話
で
も
メ
ー
ル
で
も
、「
公
官

庁
・
自
治
体
職
員
」、「
医
療
関
係
者
」

を
か
た
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

職
員
が
手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、

金
銭
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
え

ま
せ
ん
。
広
報
や
接
種
券
添
付

の
説
明
に
載
っ
て
い
な
い
電
話
や

メ
ー
ル
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、「
も
ん

じ
ゃ
の
会
」
は
是

が
非
で
も
や
り

た
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

退
職
者
会
会
員
を

増
や
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
の
新
規
会
員
加
入
は
、
現

時
点
で
７
名
で
す
。
会
員
数
は

１
０
８
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
清
掃
の
組
織
力

を
考
え
る
と
ま
だ
ま
だ
で
す
。
仲

間
を
増
や
し
、
一
緒
に
楽
し
む
機

会
を
多
く
し
た
い
も
の
で
す
。

　

会
に
加
入
し
て
い
な
い
友
人
・

知
人
に
声
か
け
し
て
く
だ
さ
い
。

紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。
機
関
紙
「
清
友
」
が
複
数
部

必
要
な
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

秋
に
は
「
も
ん
じ
ゃ
の
会
」
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

書
面
総
会
基
準
日
は
８
月

秋
の
行
事
の
準
備
開
始

予
約
代
行
等
で
金
銭
請
求

個
人
情
報
を
聞
く
例
も

電
子
メ
ー
ル
も
注
意
が
必
要

官
庁
や
病
院
の
か
た
り
に
注
意



も
か
え
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
法
」
は
、
各
自
治
体

が
積
み
上
げ
て
き
た
個
人
情
報
保

護
シ
ス
テ
ム
を
解
体
し
、
国
家
統

制
に
道
を
開
き
ま
す
。
憲
法
に
定

め
る
自
治
体
の
条
例
制
定
権
を
侵

害
す
る
地
方
自
治
の
否
定
で
す
。

　

強
力
な
権
限
を
も
つ
デ
ジ
タ
ル

庁
も
問
題
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
庁
の

長
は
首
相
で
す
。
全
省
庁
の
中
で

抜
き
ん
出
た
権
限
を
も
ち
、
独
裁

機
関
化
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
も
、
デ
ジ
タ
ル
庁
職
員
の

多
く
が
民
間
か
ら
の
出
向
で
す
。

企
業
と
の
癒
着
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
を
担
う
委
員
会

の
権
限
が
、
公
安
委
や
自
衛
隊
、

外
交
関
係
等
の
活
動
に
は
及
ば
な

い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
問
題
で
す
。

　

曖
昧
な
規
定
だ
ら
け
の
「
デ
ジ

タ
ル
法
」
は
、
運
用
次
第
で
「
市

民
監
視
法
」
に
豹
変
す
る
危
険
が

極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。「
監

視
法
」化
さ
せ
な
い
た
め
の「
監
視
」

が
重
要
な
取
組
み
に
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
の
仕
組
み
強
化
を
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５
月
12
日
、
反
対
す
る
市
民
・

労
働
者
が
抗
議
の
声
を
上
げ
る
中
、

「
デ
ジ
タ
ル
法
」
が
可
決
成
立
し
ま

し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
法
」
は
当
初
考

え
ら
れ
て
い
た
も
の
よ
り
、「
監
視

法
」
的
性
格
を
露
に
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
情
報
利
活
用
は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
の
保
障
、自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
の
確
立
、
情
報
主
体
者
個
人

の
同
意
原
則
徹
底
が
不
可
欠
で
す
。

　

し
か
し
、
成
立
し
た
「
デ
ジ
タ

ル
法
」
で
は
、
集
積
さ
れ
た
個
人

情
報
が
同
意
な
く
企
業
や
外
国
政

府
（
ア
メ
リ
カ
）
に
提
供
さ
れ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
問
題

な
の
は
、
公
安
警
察
が
自
由
に
情

報
を
入
手
し
、
市
民
の
監
視
に
利

用
す
る
可
能
性
が
高
い
と
想
定
さ

れ
る
こ
と
で
す
。

　

参
議
院
審
議
で
与
党
側
推
薦
の

参
考
人
は
「
監
視
に
使
わ
れ
や
す

い
仕
組
み
に
危
惧
が
あ
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
が
、
与
党
内
の
異
論

　

６
月
１
日
、
憲
法
と
基
本
的
人

権
を
否
定
す
る
「
重
要
土
地
等
調

査
及
び
利
用
規
制
法
案
」
が
衆
院

本
会
議
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
重
要
土
地
規
制
法
」
は
、
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
、
自
衛
隊
や
米

軍
基
地
等
「
重
要
施
設
」
１
Km
圏

や
離
島
の
土
地
利
用
状
況
調
査
を

行
い
、
自
治
体
や
所
有
者
に
情
報

提
供
を
求
め
、
重
要
施
設
の
機
能

阻
害
を
禁
ず
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

問
題
は
、「
重
要
施
設
」
指
定
の

「
生
活
関
連
施
設
」
と
し
て
、発
電
・

変
電
所
、
ガ
ス
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
、
放
送
局
、
ダ
ム
、
１
日
平
均

10
万
人
超
利
用
の
駅
等
が
含
ま
れ
、

阻
害
行
為
は
集
会
や
デ
モ
も
指
定

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
阻
害
行
為
の
判
断
は
所

属
団
体
、
思
想
、
家
族
、
職
歴
等

個
人
情
報
を
収
集
し
て
行
う
と
し

て
お
り
、
戦
前
の
特
高
警
察
化
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

市
民
監
視
の
デ
ジ
法
、
集
会
等

デジタル改革関連法案が成立した５月 12 日
抗議を込めて国会前行動

規
制
の
土
地
規
制
法

に
よ
り
、
軍
事
国
家

化
が
図
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
土
地

規
制
法
を
廃
案
に
。

重
要
土
地
規
制
法
を
廃
案
に
！

デ
ジ
タ
ル
法
を
﹁
監
視
法
﹂
化
さ
せ
な
い
取
組
み
が
大
事

与
党
側
参
考
人
も
監
視
に
危
惧

デ
ジ
タ
ル
庁
は
独
裁
機
関
化

自
治
体
の
条
例
制
定
権
を
侵
害
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「
入
管
法
」
改
悪
の
今
国
会
成
立

を
阻
止
し
た
も
の
の
、
市
民
監
視

強
化
の
「
デ
ジ
タ
ル
法
」
成
立
を

許
し
、
改
憲
準
備
法
の
「
国
民
投

票
法
」と
、軍
事
国
家
化
を
招
く「
土

地
規
制
法
」
も
危
う
い
状
況
の
中
、

５
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前
19

日
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
入
管
法
改
悪
案
を

断
念
に
追
い
込
ん
だ
意
義
は
大
き

い
が
、
菅
政
権
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
改
憲
手
続
法
や
デ
ジ
タ
ル
法
な

ど
を
強
行
採
決
し
、
い
の
ち
・
く

ら
し
を
大
事
に
せ
ず
、
軍
事
費
は

拡
大
し
て
い
る
。
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
総
選

挙
で
勝
利
し
よ
う
」
と
、
国
民
生

活
や
国
家
構
造
に
深
く
関
与
す
る

法
律
を
、
ろ
く
に
審
議
も
せ
ず
に

次
々
強
行
採
決
す
る
菅
政
権
と
対

決
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
訴
え
で
は
、
在
日

ビ
ル
マ
市
民
労
働
組
合
の
ミ
ン
ス

イ
会
長
が
、「
い
の
ち
と
く
ら
し
、

人
権
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
外
国
人
の
い
の
ち
も
日
本
人

の
い
の
ち
も
同
じ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
軍
の
民
衆
虐
殺
を
許
さ
な
い
た

め
、
日
本
政
府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
停
止
等

圧
力
を
か
け
ろ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
和
を
つ
く
り
出
す

宗
教
者
ネ
ッ
ト
は
、「
菅
政
権
は
、

沖
縄
戦
犠
牲
者
の
遺
骨
が
眠
る
土

を
辺
野
古
埋
立
て
に
使
お
う
と
し

て
い
る
。
人
の
道
に
外
れ
た
行
為

で
あ
り
、
断
じ
て
許
せ
な
い
。
市

民
と
野
党
の
共
闘
で
阻
止
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

名
古
屋
入
管
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ

人
女
性
ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
が
死
亡

し
た
事
件
を
契
機
に
、
大
学
生
や

高
校
生
な
ど
若
い
人
を
中
心
に「
入

管
法
改
悪
反
対
」
の
活
動
が
広
が

り
、
連
日
、「
国
会
前
シ
ッ
ト
イ
ン
」

が
取
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

入
管
は
特
高
警
察
の
体
質
を

　

引
継
ぎ
、
温
存
さ
せ
た
組
織

　

日
本
の
入
管
制
度
は
、
戦
前
は

特
高
警
察
と
同
じ
内
務
省
の
管
轄

で
、
警
察
行
政
と
し
て
、
朝
鮮
人
・

中
国
人
等
の
敵
視
と
差
別
に
基
づ

く
取
締
り
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

敗
戦
後
、
現
在
の
入
管
制
度
が

成
立
し
た
際
、
入
管
業
務
は
特
高

警
察
関
係
者
の
受
け
皿
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
外
国
人
差
別
意
識
が

引
継
が
れ
る
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
管
施
設
で
の
死
亡
事
件
は
、

こ
の
20
年
間
に
ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん

で
20
人
目
で
す
。「
外
国
人
は
死
ん

で
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
入
管
の

体
質
を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
事
件
を
追
及
し

　

入
管
制
度
の
抜
本
的
改
善
を

　

入
管
法
改
悪
案
は
、「
強
制
送
還
」

を
容
易
に
し
よ
う
と
い
う
悪
法
で

す
。
若
い
人
た
ち
の
活

動
な
ど
の
成
果
で
、
自

民
党
は
５
月
18
日
、
今

国
会
で
の
法
案
審
議
を

断
念
し
ま
し
た
が
、
次

期
国
会
で
の
法
案
成
立

を
諦
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ
ん
事

件
の
真
相
追
及
は
勿
論

の
こ
と
と
し
て
、
難
民

救
済
な
ど
国
際
水
準
レ

ベ
ル
の
制
度
に
な
る
ま

で
、
入
管
法
の
犯
罪
性

を
指
摘
し
続
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

5.12 入管法改悪に反対！国会前シットイン

人
権
無
視
の
入
管
法 

抜
本
改
善
を
！

い
の
ち
と
く
ら
し
、
人
権
守
れ
！

悪
法
の
強
行
採
決
を
許
す
な

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
虐
殺
許
す
な

埋
立
て
に
遺
骨
が
眠
る
土
使
う
な


